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★周波数特性
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★規格
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周波数： ３ ． ５ ７ １ ４２１２８ＭＨｚ

インピーダンス：５０Ｑ

ＶＳＷＲ：ｌ､5以下（foにて）

耐入力：200Ｗ（SSBにて）

接栓：Ｍ-Ｊ

耐風速：３０ｍ/sec(瞬間最大)ナイロンロ

ープのステーにより50ｍ/seｃ

全長：5.29ｍ

ラジアル長：約１．８，

重量：6.3k9(アンテナ自重）7.2k9(個

装状態）

適合ポール径：３０の～62の

仕様：「中間部負荷型｣５バンドトラッ

プ型グランドプレーンアンテナ

･ヘ

★ 特長

○給電部には閉磁性体のトロイダルコアーを使用

し、短絡型トリファイラー巻きバランの採用に

より、高周波ロスの少ない平衡一不平衡変換を

行っておりますので、ＴＶ|などのインターフェア

ーにもすぐれています。

ｏ各バンドと希望周波数の調整は各バンド毎に各

々のラジアルの調整エレメントの出し入れによ

り簡単に行えます。

○ネジ類はすべてステンレスを使用していますの

で、防錆力にすぐれています。
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★ＣＨＡ－５部品図及び外観概略図
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★パーツリスト
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★組立方法

I）お手持ちのポールへ⑫取付金具､.⑬角Ｕ字ボ

ルトスプリングワッシャナット、⑭六角ボル

トで⑤支持パイプを図３の様に取付けます。

このとき、支持パイプがポールよりも２cm高

くなる様に取付け、支持パイプを固定する上

側の六角ボルト(Ｍ６×8)は手で軽く止めてお

きます。締め付けすぎると、給電部が入らな

いことがあります。

2）お手持ちのM-P型接栓付50Ｑ系同軸ケーブル

を支持パイプの下から通して給電部の接栓に

接続し、自己融着テープで防水処理をします。

3）給電部を支持パイプに通して、支持パイプの

穴と給電部のネジ穴を合わせ、⑮六角ボルト

（Ｍ６×8)スプリングワッシヤで固定し、先ほ

ど手で軽く止めていた⑭六角ボルトも締め付

けますぴ

２ｃｍ

お手持ちのポール

舎給”
お手持ちの
M-P型接栓付
50Ｑ系同軸ケーブル

支持パイプの穴は
この向きに

六角ボルト(Ｍ６×8)は給電部を
差し込むまで手で軽く止めておくｃ

支持パイプ

図３

4）各ラジアルの調整エレメントを標準調整エレ

メント寸法に合わせて調整エレメント固定ネ

ジで固定します。

★標準調整エレメント寸法

判ｎｈ－

ン卜

図４

SWR計をお持ちの方もまず標準調整エレメント寸

法で組上げます。

周波数帯 @の長さ〔cm〕

28ＭHｚ ５８

２１Ｍ版 ６０

１４ＭHｚ ５６

7ＭHｚ ５８

３．５ＭHｚ ７１

表２

５）各ラジアルを給電部のネジ部にいっぱい差し

込んだのち、水ヌキ穴が下になる様にもどし

てから、付属の六角ナットを対辺19のスパナ

あるいはモンキーレンチで締めつけて固定し

ます。図５

給電部
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6）①素子ｌ、②トラップ素子、③素子２，④素

子３をそれぞれ⑰ナベタッピンネジ(5×12）

歯付座金､⑬ナベタッピンネジ(4×8)歯付座金

（Ｍ４)、⑲ナベタッピンネジ(3×6）歯付座金

（Ｍ３)で接続し､図２のトップロード板の取付

位置で指示したとおり⑳トップロード板を⑳

ナベネジ(Ｍ４×１０)スプリングワッシヤ(Ｍ４）

ナット(Ｍ４)でそれぞれ取付けます。

7）組上げた素子部を給電部に差し込み⑯六角ボ

ルト(Ｍ６×18)､歯付座金(Ｍ６)で固定します。

これで組立は完了です。



強風地帯において

ナイロンロープ等でステーを張る場合は、トラッ

プの上段の位置と素子Ｉの上段の２ヶ所から３方

向あるいは４方向へ張って下さい。

注）アンテナにステーによる垂直荷重がかから

ない様にたるませて張って下さい。

なお、各ラジアルの耐風速は50ｍ/secの強度に耐

えます。
４．

★御注意

○取付場所が建物あるいは金属物に近いと、空中線

が共振してＶＳＷＲが下がらない場所があります。

この様なときはｌ～２ｍ程度のポールに取付けて、

建物あるいは金属物から離す必要があります。ま

た屋根馬等はアンテナと共振しない様にアースを

とります。

○バランは短絡形のため、コネクターの芯線とコネ

クターのアース間には導通があります。
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無線機 ＳＷＲ計

図６
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ｏ各バンドで組上げた状態での中心周波数を測定

し表３に従って希望周波数でＶＳＷＲが最良に移

る様に調整エレメントを出し入れして固定します。

★中心周波数の調整

Ｏアンテナ（CHA-5）と無線機の間へ使用する周

波数帯及び電力に適合するＳＷＲ計を図６のと

おり接続します。

※調整エレメントを出すと中心周波数は低くなり、

入れると高い方へ移動します。

表３

例：3.5Ｍ地帯で中心周波数(VSWRが最良の周波

‘数)を3.550ＭHzにしたい場合。

アンテナを組上げた状態で中心周波数が3.525

ＭHzにあったとき。

中心周波数の移動は3.550ＭHz-3.525ＭＨｚ

＝0.025ＭＨｚ

＝２５ＫＨｚ

上の表より3.5Ｍ版帯は１ｃｍ当り4.5KHz移動

しますから、調整エレメントの可変の長さは

２５(KHz)÷4.5(KHz/c､)＝約5.6cmになります。

中心周波数を高い方へ移動させるのですから

調整エレメントを5.6cm入れると3.550ＭHzに

なります。
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性能向上の為､予告なく外観、

仕様を変更する事がありますも

ｺﾒｯﾄ株式会社
本 社 ： 〒 3 3 6 埼 玉 県 浦 和 市 辻 ４ － １ ８ － ２

念048-839-3131㈹FAX、048-839-3136

大阪営業所：〒563大阪府池田市空港１－５－２２

壷06-844-0693㈹FAX、06-853-201ｌ

仙台営業所：〒982-0Ｉ仙台市若林区上飯田横堀８７－１

念022-285-9506ＦＡＸ，022-285-9507

福岡営業所：〒816福岡市博多区井相田2-2-5第３七福ビル

公092-592-2531FAX、092-592-2532

札幌営業所：〒004北海道札幌市厚別区厚別南４－３４－３

盃011-892-7575FAX、０１１－８９２－７５７１

周波数帯
各ラジアルの調整エレメントの出し入れに

よる中心周波数(fo)の移動（１ｃｍ当り）
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